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「子ども・子育て新システム」を考える１０００人研修会 
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２．主 催  保育を守る関東ブロック連合会  

 

３．共 催  埼玉県私立保育園連盟   さいたま市私立保育園協会   

埼玉県保育問題協議会   栃木県保育三団体    横浜市私立保育園連盟 

群馬県民間保育園協議会  九州保育三団体協議会  山口県保育協会 

島根県保育協議会     岡山県保育協議会    北海道保育三団体 

 

４．日 時  平成２４年５月２１日（月）１３時１５分～１７時００分（受付１２時１５分） 

 

５．会 場  埼玉会館 大ホール 

          埼玉県さいたま市浦和区高砂３－１－４   048‐829‐2471 

 

６．参加者  全国の保育所（園）関係者   

 

７．参加費  無料 

 

 

このたびは子育てに対してトータルな改変を企図する法案が提出された。その目的は保育に市場

経済の競争原理を持ち込み、効率化を図ろうとすることが主眼であると言うほかない。 

 ワークライフバランスと言う耳ざわりのよい美辞の裏には、より安く、より取り扱いしやすい安

価な労働力を必要とする、新自由主義経済システムの本音が聞こえて来る。市場原理に委ねられた

保育では何でもありとなり、子どもの最善の利益を保護することなく、こま切れで不規則な保育時

間、子どもの生理や心理にストレスをかけることも辞さない貧しい子育て環境が現出する。保育者

の待遇改善も望めない。 

 「子ども・子育て新システム」においては、地方自治体は保育に欠ける子どもの保育に義務を負

う必要がなく、それは、民間もしくは民間資本の利潤追求のおもむくところにまかせられようとし

ている。自由競争、子どもの取り合い、保育料の自由化などが当然のように行われかねない。 

 利潤を求めず、公共的なサービスを平等に提供する保障責任、そして、子どもを生み、育てやす

い社会に対する最終的な責任はどこに行くのであろうか？ すべての子どもが等しく権利を守ら

れ、よい環境を与えられ、貧困や悪い環境から守られることが、新システムにおいても、見えるよ

うに高らかに謳いあげられ宣言されるべきである。児童の権利を保障するところから出発し、それ

を目的とする真の子育て「新システム」が必要である。われわれは、上記のような危惧を抱くゆえ

にあえて、「新システム」の見直しを求めるものである。 

 

 



８．内 容  

 

[第 1 部：研修大会] 

 

（１） 開会あいさつ                  

             保育を守る関東ブロック連合会 大会実行委員長 森田弘道 

 

 

（2） シンポジウム                  

         

テーマ：「子ども・子育て新システム」の法案について考える 

 

  シンポジスト  ：大井  琢 氏  日本弁護士会貧困問題対策本部委員 

                    女性と子どもの貧困部会所属 

  コーディネーター：村山 祐一 氏  日本保育学会理事 

                    帝京大学教職大学院教授 

 

 

 

[ 休 憩 ]                     15 時 15 分～15 時 30 分 

 

 

 

[第 2 部：全体集会]                  15 時 30 分～1６時５０分 

 

（１） 開会あいさつ      

               

（２） 来賓あいさつ       

                

（３） 来賓紹介 

 

（４） 意見発表                 

 

（５） 決議文採択 

 

（６） 閉会あいさつ 

 

 

 


